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第 2 章 用語解説

No. 用　語 掲載ページ 解　説

82 日本貿易振興機構
（ジェトロ） 167

貿易・投資促進と開発途上国研究を通じ、日本の経済・社会の更なる発展に貢献すること
を目指して、日本企業の海外展開支援、外国企業の日本への誘致、日本の通商政策への
貢献、開発途上国の支援と研究を行っている独立行政法人。

83 旅行エージェント 168 旅行を企画、販売する会社。

84 観光コンテンツ 169 地域ならではの歴史や風土、食文化などで、集客力のある観光資源。

85 プロモーション活動 169 宣伝や売り込みのこと。

86 アフター
コンベンション 170 会議や大会等の終了後に行う娯楽や観光のこと。会議のオプションとして、市内の観光

資源等を巡る比較的短時間のツアーが組まれることもある。

87 ワークライフ
バランス 173 働く全ての人が、「仕事」と育児や介護、趣味や学習、休養、地域活動といった「仕事以外

の生活」との調和をとり、その両方を充実させる働き方・生き方のこと。

88 認定農業者 174、175
市町村が策定した農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想に示された農業経営の
目標に向けて、自らの創意工夫に基づき、経営の改善を進めようとする計画を作成し、そ
れが市町村に認定された農業者または組織経営体。

89 集落営農 174、175 集落を単位として、生産工程の全部または一部について共同で取り組む組織。

90 人・農地プラン 174 集落・地域が抱える人と農地に関する問題の解決に向け、今後の地域農業のあり方など
を話し合いにより決める地域農業の未来の設計図となるもの。

91 農業振興地域内の
農用地 175、197

総合的に農業の振興を図ることが必要な地域として都道府県知事が指定した農業振興
地域のうち、今後とも長期間にわたり農業上の利用を確保すべき土地として市町村が指
定した農用地。農地転用の制限、開発行為の制限等の措置がとられる。

92 中山間地域
振興基本条例 178

中山間地域の振興を総合的に推進し、市民が安全に安心して住み続けることができる地
域社会の実現を図るため、中山間地域の振興に関する施策の基本となる事項を定めた
条例（平成23年制定）。

93 中山間地域等直接
支払交付金制度 179 中山間地域などの農業生産条件が不利な地域において、5年以上農業を続けることを約

束した農業者等に対して交付金を交付する制度。

94 広域集落協定 179 中山間地域等直接支払交付金制度に取り組むに当たり、単独での取り組みが困難な集
落が、近隣集落との連携体制を構築した協定。

95 キャリア教育 183 望ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付けさせるとともに、自己
の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育てる教育。

96 ICT教育 183 情報通信技術（ICT）を活用した教育のことで、インターネットや情報機器を活用し、子ど
もたちの学ぶ意欲や情報活用能力の向上を目指すもの。

97 学校適正配置基準 185 平成22年3月に上越市教育委員会が、子どもたちにとって望ましい教育環境としての学
校の「あるべき姿」を示した基準。

98 総合型地域
スポーツクラブ 188、189 身近な地域でスポ－ツに親しむことのできる新しいタイプのスポーツクラブで、地域住

民により自主的・主体的に運営されるもの。

99 デマンドバス 194、195 利用者が事前に乗車時間と乗降場所を予約申込みすることによって運行される仕組み
のバス。

100 乗合タクシー 194、195 10人以下の人を運ぶ営業用自動車を利用した乗合自動車。

101 狭隘道路 195 主に幅員4m未満の道路。

102 スクールバス混乗 195 過疎地域などの交通空白地帯において、市町村が、スクールバスを活用して当該地域の
住民の運送を行う自家用有償旅客運送のこと。

103 都市計画マスター
プラン 197 都市計画法に基づき、目指すべき都市の将来像とその実現に向けた都市づくりの方針

を定めた計画。

104 パーク・パートナー
シップ制度 199 市民との協働により良好な公園環境を維持し、地域が主体となった公園管理を推進する

制度。

105 PDCAサイクル 202 事業の実行に際し、計画を立て（Plan）、実行し（Do）、その評価（Check）に基づいて見直し
（Act）を行うという一連の流れを繰り返しながら、継続的な改善を進めていくシステム。
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第 3 章 市民の声アンケート結果概要

注意事項
※回答比率は、小数点第2
位を四捨五入しているた
め、比率合計が必ずしも
100.0％ではない場合が
ある。

　現状の市民生活の実態や実感、各政策分野における市民ニーズのほか、前回の平成22年調査結果、
前々回の平成17年調査との比較による市民意識の変化を把握し、まちづくりに反映するとともに、第6次総
合計画策定の基礎資料とすることを目的に、市民の声アンケートを実施しました。結果概要は以下のとおり
です。

　分析の際、回答者の居住地域に関して、回答者を「中心市街地」、「新興住宅地」、「平野部」、
「中山間部」に集約して比較しています。
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【｢たいへん暮らしやすい｣、「ある程度暮らしやすい」と思っている人の年代別割合】

【｢たいへん暮らしやすい｣、「ある程度暮らしやすい」と思っている人の地域別割合】

1  現在の暮らしやすさ

■ 現在の生活を暮らしやすいと感じている市民は約8割。

　「現在の生活は暮らしやすいと思っていますか」という質問に対して、「たいへん暮らしやすい」（9.0％）、
「ある程度暮らしやすい」（70.2％）を合わせ、約8割（79.2％）の人が現在の生活を暮らしやすいと感じてい
ます。
　また、暮らしやすいと感じている人の割合を地域別、年代別にみると、全ての地域、年代で暮らしやすいと
感じている割合は増加しています。
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第 3 章 市民の声アンケート結果概要

【｢住み続けたい｣、「どちらかといえば住み続けたい」と思っている人の地域別割合】

【｢住み続けたい｣、「どちらかといえば住み続けたい」と思っている人の年代別割合】

2  上越市に住み続ける意向

■ 上越市に住み続けたいと思っている市民の割合は7割以上。

　「今後も上越市に住み続けたいと思いますか」という質問に対して、「住み続けたい」（42.3％）、「どちらかと
いえば住み続けたい」（32.7％）を合わせ、7割以上（75.0％）の市民が今後も住み続けたいと思っています。
　また、住み続けたいと思っている人の割合を地域別にみると、新興住宅地と平野部で高く、中山間部では
低くなっています。

231上越市第６次総合計画

序 

論 

上
越
市
の
課
題
と
将
来
展
望

基
本
構
想

資
料
編

基
本
計
画

【｢地域活動や市民活動に参加している｣と答えた人の地域別割合】

【｢地域活動や市民活動に参加している｣と答えた人の年代別割合】

3  地域活動や市民活動への参加

■ 地域活動や市民活動に参加している市民は約4割。

　「地域活動や市民活動へ参加していますか」という質問に対して、約4割（42.5％）の人が「参加している」
と答えています。
　また、参加している人の割合を年代別にみると、40代が高く、20代以下では低くなっています。
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第 3 章 市民の声アンケート結果概要

4  現在の生活実態・生活実感に対する意識

■ 評価の高い項目は、「治安がよい」、「災害が少ない」、「自然が豊か」など。
■ 評価の低い項目は、「観光PRが盛んで、観光客が多い」、「働く場が整っている」、「娯楽やレジャー施設が
　 整っている」など。

　現在の生活実態や生活実感について、生活環境、健康福祉、産業経済、教育文化、生活基盤整備、行財政・
市民参画の各分野の主な27項目について、実態と実感を「そう感じる」、「ある程度感じる」、「あまり感じない」、

「全く感じない」の4つから、伺いました。
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現在の満足度

※それぞれの回答を点数化し、項目ごとに算出した平均スコアの上位・下位各5項目を掲載
平均スコアの算出方法・・・満足度の平均スコアは、「満足している」を2、「やや満足している」を1、「どちらともいえない」を0、「やや満足で
ある」を▲1、「不満である」を▲2とし、その平均点を算出したもの。重要度の平均スコアも同様に算出

■上位3項目は前回調査時と同じであり、経済産業
分野の項目が全体的に低い

今後の重要度
■防災・防犯分野、環境分野の項目が高い

前回調査の満足度との比較
■産業経済分野の項目は、満足度自体は低いものの、
前回より上昇し、都市基盤分野の項目で大きく低下

前回調査の重要度との比較
■防災・防犯分野の項目が、すべて上昇し、産業経済
分野の項目は軒並み低下

5  行政施策に対する満足度と重要度の意識
　現在、市が行っている主な取組60項目について、それぞれ、現在どれくらい満足しているか（満足度）、今後
どれくらい重要であるか（重要度）を伺いました。
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第 3 章 市民の声アンケート結果概要

【｢よく知っている｣、「ある程度知っている」と答えた人の年代別割合】

【｢よく知っている｣、「ある程度知っている」と答えた人の地域別割合】

6  上越市自治基本条例の認知度

■ 上越市自治基本条例の認知度は約1割。

　上越市自治基本条例の認知度は、「よく知っている」（0.7％）、「ある程度知っている」（11.0％）を合わせても
市民の1割にとどまっています。
　また、知っている人の割合を年代別にみると、60代、70代では一定程度の認知度はあるものの、若い年代
では低い認知度です。
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【｢たいへん期待している｣、「ある程度期待している」と答えた人の年代別割合】

【地域自治区制度の期待度】

【｢よく知っている｣、「ある程度知っている」と答えた人の年代別割合】

【地域自治区制度の認知度】

7  地域自治区制度の認知度・期待度

■ 市民の認知度・期待度とも前回調査から低下。

　地域自治区制度の認知度は、「よく知っている」（1.2％）、「ある程度知っている」（19.8％）を合わせても市民
の約2割にとどまっています。
　また、期待度も低下していることから、市民の皆さんに制度を知っていただくことが大きな課題であること
が分かりました。
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第 3 章 市民の声アンケート結果概要

8  行政サービスと負担のあり方

■ 約7割の市民が「市民の負担が増えないほうがよい」と回答。

　今後、国等からの財源配分が縮小し、厳しさが増すことが予想される財政事情の下で、行政サービスと市民
の負担のあり方の関係をどのようにしたらよいですかとの質問では、約7割の人が「市民負担が増えないほう
がよい」と回答しています。

9  今後の行政改革への取り組み方について

■ 「利便性や現状を見極めながら、進めるべき」との回答比率が高い

　行政サービスの安定的な提供のため、引き続き、業務の効率化や業務量に応じた職員数の削減等による人
件費の抑制など、行政改革を進めていく必要がありますが、このほかに、どのように行政改革に取り組むべき
ですかとの質問では、「利便性や現状を見極めながら、進めるべき」と回答した人の割合が高くなりました。

第

策定経過

4 章

237上越市第６次総合計画


